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令和７年度校内研究テーマ

グローカルリーダーに求められる
エージェンシーの育成
〜⾃⼰調整学習を通して〜



【学校教育目標】

グローカルリーダー（Think globally, act locally）の育成
～未来へ向かって高い志を持ち，人や社会と豊かに関わり，

自己を磨き合う子どもの育成～

〔学びに向かう力・人間性等〕
○グローカルな視点を持ち世界やふるさとに貢献できる人間性の涵養
〔思考力・判断力・表現力等〕
○未知の状況にも対応できる思考力，判断力，表現力の育成
〔知識・技能〕
○生きて働く知識・技能の習得

附属刷新プランH26.1.31
１ グローバル⼈材の育成

1 テーマ設定の理由



グローカルリーダーに求められる
エージェンシーの育成

☆「Think globally」
グローバルに世界規模で考える

☆「Act locally」
ローカルで⾏動する

1 テーマ設定の理由



“エージェンシー”
「変化を起こすために、

⾃分で⽬標を設定し、振り返り、責任を持って⾏動する能⼒」

1 テーマ設定の理由

グローカルリーダーに求められる
エージェンシーの育成
〜⾃⼰調整学習を通して〜



「V(volatile)」変化のしやすさ 「U(uncertain)」不確実さ
「C(complex)」複雑さ   「A(ambiguous)」曖昧さ

社会における変化 経済⾯での変化 個⼈レベルでの変化

「変わりゆく社会にどう対応していくか」という受動的姿勢
「どのような社会を作り上げていくか」という能動的な姿勢

1 テーマ設定の理由



大分県長期教育計画（素案）の概要

「大分県長期総合計画｣の教育部門の実施計画であり、当該部門の内容と合わせ、教育基本法第17条第２項に基づく｢教育振興基本計画｣

計画の期間 令和７年度（2025年度）～令和15年度（2033年度）〔９年間〕

計画の性格

大分県教育委員会
1 テーマ設定の理由



５〜６⽉
外国語活動・社会科・総合的な学習の時間の授業研
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○選択肢を⾒たり操作したりしながら、
選択・決定できる。

○活動中にすぐに⾒て確認できる。
○全員が同じ⼟台で思考・活動ができる。
○⾃⼰変容をメタ認知しやすくなる。

等

○選択・決定が難しい。

○活動中にめあてや視点を忘れる。

○⾔葉の捉えに個⼈差が⽣まれる。

○根拠の薄い⾃⼰分析になりやすい。

していると していないと
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児童名
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「AARサイクル」を意識した授業改善
視点①︓児童が課題解決に向かって、⾒通しを持つ

ことができるようにするための⼿⽴て

視点②︓学びの過程と⾃⼰の変容を⾃覚し、
児童⾃ら学びを進めるための振り返りの⼯夫

「選択・決定」

「当事者意識」

学習指導案
本時案に位置付け



視点①︓児童が課題解決に向かって、⾒通しを持つことができるようにするための⼿⽴て

単元の⽬標を達成するために︕

こうなりたい︕

My Goal（⾃⼰⽬標）を達成するために︕

学年⽬標達成に向かうために︕



学年⽬標達成に向かうために︕



単元の⽬標を達成するために︕



My Goal（⾃⼰⽬標）を達成するために︕



こうなりたい（〇〇⼒をつけたい）︕



⾃⼰の変容（「前は〜だったけど」）

視点②︓学びの過程と⾃⼰の変容を⾃覚し、児童⾃ら学びを進めるための振り返りの⼯夫

中間指導「今の⾃分、どう︖」

「次はこうしたい︕」

本時の⾃分の頑張り（成果・課題）

学びの過程を分析「なぜうまくいったか︖」



中間指導「今の⾃分、どう︖」



本時の⾃分の頑張り（成果・課題）



学びの過程を分析・「なぜ、うまくいったか︖」



⾃⼰の変容（「前は〜だったけど」）
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「次はこうしたい︕」
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７⽉
チーム研「中間振り返り」



「やってみてどうだった︖」
「どんな時に便利︖」
「次はどうしたい︖」「どうしてそう思うの︖」
↓
学習道具、学習形態等の特徴や価値を捉えていく



⽇常の中で“中間指導”
「どう︖」「できてる︖」
「“振り返り”に書いた⾃分に近づけてる︖」
↓

⽇常の声掛け、成⻑ノート、
道徳の価値項⽬でシート繋いでいく（ロイロ）



①４５分の中に「振り返り」の時間を
きちんと確保する意識改⾰

②単元指導計画→振り返りの内容
（知技・思判表・主体、学び⽅、単元全体の成⻑）

③振り返りの視点を可視化
→児童が選択・判断
 →⾃分のペースで型を外す



①４５分の中に「振り返り」の時間を
きちんと確保する意識改⾰

⾒通し （５〜１０分）
⾏動 （３０分）
振り返り（５〜１０分）

⾒通しと振り返りで１５分と考えたら、活動時間は
３０分。このことを先⽣と児童が共通理解していく。



②単元指導計画→振り返りの内容
（知技・思判表・主体、学び⽅、単元全体の成⻑）

これを毎回はできない。
「このレベル（⾃⼰変容・⾃⼰分析 等）
の振り返りは単元の最後に。」と計画して
おくことが⼤切。

「指導と評価の⼀体化」はしている。
振り返りを評価に活⽤するのであれば、
指導計画を作成する際に、振り返り内容に
ついても計画しておけば、振り返りの視点
はスッキリする。
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③振り返りの視点を可視化
→児童が選択・判断

 →⾃分のペースで型を外す





R7.8.8 ⽥村主幹視学官の講義より



＜前期の取組で⾒えてきたこと・今後の⽅向性＞

「当事者意識」・ を持たせるための、スピーディーな動機づけ

「選択・決定」
○児童が「⾃分たちで“学び進め”ている」と実感できるような

場⾯の設定

・「学びの過程」と「⾃⼰の変容」をメタ認知し、次に繋ぐため
の振り返りの視点の共有（可視化）と時間の確保
→「なぜ、うまくいった（いかなかった）のかな︖」
→「次に⽣かす」＝「ブラッシュアップ」

○45分の中に充実した“⾒通し”と“振り返り”を取り⼊れるために…

「教科・領域デザインシート」の⾒直し


